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講演要旨：ADLib®システムは、理化学研究所で発明された抗体作製における基盤技術であ

り、2010年にはその基本特許が世界の主要国で承認されている。抗体作製においては、マ
ウスハイブリドーマ法とファージディスプレイ法が先行技術としてすでに多くの抗体医薬

を輩出している。ADLib®システムはわずか 10 日程度で特異的な抗体をスクリーニングす
ることが可能であり、これまでの技術では獲得の難しい抗原に対する抗体が可能な点で、

従来技術に対する競合優位性を訴えてきた。ADLib®システムの技術導出先の富士レビオが、

同システムで得られた抗体を用いた従来法の 100倍の感度でビタミンD2を認識できる診断

キットを 2013年 12月に欧州で発売しており、ADLib®システムのポテンシャルを製品とし

て実証した上でその意義は大きい。また、当社が研究開発を進めている抗 Semaphorin 抗
体も従来の方法では中和活性を持つ抗体が獲得されていなかったが、ADLib®システムによ

り 10日足らずで得られたリード抗体をヒト化することで複数の疾患への適応可能性が示唆
され、ライセンス候補抗体として営業活動を継続している。 
一方で、先行技術ではすでにヒト化と言うプロセスを経ずに完全ヒト抗体を獲得する事

が可能になっており、オリジナル ADLib®システムはトリ抗体しか提供できない点で、医薬

企業のニーズの点では劣後していた。しかし、2014年 3月に複数の困難抗原に対する特異
的な抗体取得に成功したことで完全ヒト ADLib®システムの実用化が確認され、最大の弱点

を克服するとともに従来法に対して大きなアドバンテージを得ることになった。 
今回は、起業から今日までの沿革を振り返るとともに、ADLib®システムの基本原理と完

全ヒト ADLib®システム構築の戦略、今後これらの技術を用いての事業展開や当社の掲げる

ビジョン達成に向けての展望などについて紹介したい。 
 


